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８月号令和2年

龍郷町に移住しました
地域おこし協力隊がインタビューしました

第７回作品募集中
たつごうエッセイコンテスト

 好評連載

新型コロナウイルス感染症対策 令和元年度
ふるさと納税ご報告
鹿児島県立大島病院からお知らせ

初診時・再診時の費用
受付時間が変わります
国民健康保険  ８月１日より
新しい保険証をご利用ください

龍郷町の人口　令和2年６月末現在(前年比)　3,125世帯（+28） 男2,914人（+15） 女3,104人（+7） 計6,018人（+22）
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龍郷町 新型コロナウイルス感染症対策

　県をまたいだ人の移動が活発に

なる中、感染症拡大が心配されま

すが、「安全・安心」「社会経済活動」

の両立のために、島内の状況をみ

ながら警戒レベルと行動の目安を

島内5市町村で協議のうえ、左表の

とおり設定しました。

　令和２年7月20日現在、『警戒レ

ベル』は3です。レベルは島内の状

況によって変わります。防災無線、

町ページ、エフエムたつごうでお

知らせいたしますので、ご注意く

ださい。

警戒レベル及び行動目安

備 え る

龍郷町建友会より非接触型体温計22台を寄付
頂きました。ありがとうございます。体温計は
各集落の公民館に配布しました。

ありがとうございます

台風等の災害時、各公民館での避
難に備え、マットレスを購入しま
す。また、コロナ濃厚接触者が発生
した場合は、宿舎または施設を町
が確保する予算を組んでいます。

各公民館に消毒液、非接触型体温
計を配布、設置しています。また
公民館利用時に気を付けてほし
いことを掲示しています。

飲食店、宿泊業者向けに消毒液の
配布や、「マスク着用・手指消毒」啓
発ポスターの配布を行いました。
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　この度開所した「みんなの診療所」開所式がこの
日行われました。町長は「地域住民の安心安全につ
ながることを期待しています」と祝辞を述べた他、
原純所長は「全力で地域に役立てるよう頑張ってい
きたい」とあいさつしました。【みんなの診療所】内

科・小児科・外科・
救急科。平日午前
６時半から午後８
時。土日祝午前９
時から午後５時。
木曜休診。
☎（６２）５０１０

　保健福祉課の企画により、児童たちの健康を願い
大きな七夕飾りを制作しました。秋名、龍瀬、大勝、赤
徳の４学童で手作りした飾りをこの日とおしめ公園
に持ち寄り、笹に取り付けました。町長は「皆さんが
仲良く健康でいられますようにお祈りします」とあい

さつしました。完成
した七夕飾りは役
場に設置し、多くの
方に喜んでいただ
きました。

　第70回社会を明るくする運動メッセージ伝達式が
町長室で行われました。松田秀樹会長らが内閣総理
大臣、県知事からのメッセージを読み上げ「誰もがや
り直し、活躍できる社会を構築することが重要で
す」と伝えました。同会では小中学生を対象に作文

コンテストを実施
します。詳しくは
北大島保護区保
護司会☎（５７）７
８００までお問合
せください。

　この日、戸口小学校では３～５年生の児童18人が
リュウキュウアユの生態について学びました。これは
奄美大島自然保護協議会ヤジ分会主催の出張授業
によるもので、講師は奄美リュウキュウアユ保全研究
会の又野峰誓氏が務めました。生徒たちは展示され

た養殖のアユの特
徴をメモしたり、ス
ケッチしたりと熱心
に観察し理解を深
めました。

　令和２年８月４日より町内約50世帯の独居高齢者ら
を移動販売車が週２回訪問し、見守り活動を行います。
それに先立ち移動販売を行うグリーンストアと「高齢
者等見守りに関する協定」をこの度結びました。移動
販売車には約400品が積まれており、買い物を楽しむ

ことができます。訪
問の中で万一、利用
者の異変を感じた
場合は販売員が消
防や町などへ連絡を
します。

リュウキュウアユ保護活動

養殖したアユの稚魚を観察

北大島保護区保護司会
再び地域の輪へ

中勝集落に開所「みんなの診療所」
朝６時半から夜８時まで診療

　地方自治の育成発展に貢献し、功績顕著な方と
して、元龍郷町議会議員である德雅仁氏（7０歳・
嘉渡）が令和２年春の叙勲を受章され、町長室で
授与式が行われました。德氏は昭和51年9月14日か
ら平成20年9月13日までの８期32年間、同議会議

員として町政発
展に努め、また町
消防団嘉渡分団
員としても長きに
渡り地域防災に
尽力されました。

令和２年春の叙勲（旭日双光章）受章
德雅仁氏８期町議会議員として務める

グリーンストア(里綾乃社長)と協定結ぶ
移動販売車通じ高齢者の見守り

町内の４学童で制作
皆さんが仲良く健康でいられますように

（写真左から二番目）販売を担当する川畑祐美子（大勝）さん
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　龍郷町の自然とシマの方々と交流出来る日々
にいつも幸せを感じています。ありがっさま
りょうた。空き家バンク担当として、今後色んな
集落にお邪魔させて頂き、各集落の魅力を学ん
で行きたいと思っています。シマの空き家情報
やむんばなし等色々とお話が出来ればとても嬉
しいです。どこかで皆様にお会いできる日を楽
しみにしております。

山腰眞澄さん（58）龍郷集落在住
東京都出身。移住支援サイト『ねりやかな
や』代表取締役。島の使われていない空き
家や空き地問題に地域と一緒に解決を図
る団体『NPO法人ねりやかなやレジデン
ス』の立ち上げに尽力し、昨年まで副理事
を務めた。

地域おこし協力隊
間 弓  祐 次 郎

　今回のインタビューは移住してきて間もない
私にとって、とてもためになるお話でした。集落
との繋がりを大事にして暮らしていくことの大
切さを改めて知りました。私も龍郷町の移住定
住相談窓口の設立のため、少しずつ島のことを
知っていき、お役に立てるように頑張って行き
ます。これからもよろしくお願い致します。素敵
なお話をありがとうございました。

地域おこし協力隊
森  ま ゆ み

移住エピソードや町の魅力についてインタビューしました。
インタビュアー森まゆみ（左）と山腰眞澄さん（右）

連載 vol.０２

今 回 の

インタビュアー

奄美群島を網羅した移住支援サイト『ね
りやかなや』は行政とともに移住支援に
取り組んでいる。

茨城県出身43歳。安木屋場集落在住。
以前は東京にて不動産賃貸仲介業、営業、店
舗責任者に従事。地域おこし協力隊１年目。
主に空き家バンク、移住者支援業務担当。

福岡県出身40歳。円集落在住。
主に接客業に従事しながら全国を飛び
回ってきました。地域おこし協力隊１年目。
主に空き家バンク、移住者支援業務担当。

やまこし    ますみ
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な
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。時

間
が
あ
る
と
き
は
集
落
の
ら
く
ら
く
体
操
に

参
加
し
て
る
ん
で
す
が
、皆
さ
ん
と
っ
て
も

元
気
で
す
よ
。」

森「
え
？
ら
く
ら
く
体
操
に
参
加
し
て
る
ん

で
す
か
？
」

山
腰「
そ
う
そ
う
。体
操
の
会
に
行
っ
た
ら
、

私
は
若
手(
笑
)。椅
子
を
並
べ
た
り
、若
手
が

力
に
な
れ
る
こ
と
も
あ
る
ん
で
す
。」

島
で
起
業
を
考
え
て
い
る
移
住
者
へ

森「
最
後
に
島
で
起
業
を
考
え
る
人
に
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
下
さ
い
。」

山
腰「
島
に
無
い
新
し
く
て
魅
力
的
な
も
の

を
提
供
し
、長
く
続
け
る
こ
と
が
大
切
か
な

と
。軌
道
に
乗
る
ま
で
は
、ア
ル
バ
イ
ト
を
し

な
が
ら
二
足
の
わ
ら
じ
を
履
い
て
頑
張
っ
て

い
る
人
を
見
て
き
ま
し
た
。そ
の
覚
悟
で
諦

め
な
い
こ
と
で
す
。」

ワ
ー
数
が
１
５
０
０
人
を
超
え
て
い
た
事
が

背
中
を
押
し
て
く
れ
た
し
、地
域
と
も
っ
と

繋
が
り
た
い
と
い
う
思
い
も
あ
り
ま
し
た
。」

森「
山
腰
さ
ん
は
仕
事
柄
い
ろ
い
ろ
な
移
住

の
パ
タ
ー
ン
を
見
て
き
て
ま
す
よ
ね
。数
年

で
帰
っ
て
し
ま
う
移
住
者
も
多
い
と
思
う
の

で
す
が
、こ
れ
か
ら
移
住
す
る
人
へ
何
か
ア

ド
バ
イ
ス
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
」

山
腰「
島
で
生
活
す
る
と
い
う
こ
と
は
、集
落

と
の
繋
が
り
が
大
事
。移
住
し
た
い
か
ら
す

ぐ
に
移
住
す
る
！
と
い
う
の
で
は
な
く
、

ゆ
っ
く
り
と
時
間
を
か
け
て
島
の
日
常
を
見

て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。島
に
は
い
ろ

ん
な
人
が
住
ん
で
い
て
、み
ん
な
が
う
ま
く

バ
ラ
ン
ス
を
取
っ
て
生
活
し
て
る
じ
ゃ
な

い
？
そ
れ
を
都
会
の
型
に
は
め
ず
に
受
け
入

　龍郷町の自然とシマの方々と交流出来る日々
にいつも幸せを感じています。ありがっさま
りょうた。空き家バンク担当として、今後色んな
集落にお邪魔させて頂き、各集落の魅力を学ん
で行きたいと思っています。シマの空き家情報
やむんばなし等色々とお話が出来ればとても嬉
しいです。どこかで皆様にお会いできる日を楽
しみにしております。

山腰眞澄さん（58）龍郷集落在住
東京都出身。移住支援サイト『ねりやかな
や』代表取締役。島の使われていない空き
家や空き地問題に地域と一緒に解決を図
る団体『NPO法人ねりやかなやレジデン
ス』の立ち上げに尽力し、昨年まで副理事
を務めた。

地域おこし協力隊
間 弓  祐 次 郎

　今回のインタビューは移住してきて間もない
私にとって、とてもためになるお話でした。集落
との繋がりを大事にして暮らしていくことの大
切さを改めて知りました。私も龍郷町の移住定
住相談窓口の設立のため、少しずつ島のことを
知っていき、お役に立てるように頑張って行き
ます。これからもよろしくお願い致します。素敵
なお話をありがとうございました。

地域おこし協力隊
森  ま ゆ み

移住エピソードや町の魅力についてインタビューしました。
インタビュアー森まゆみ（左）と山腰眞澄さん（右）

連載 vol.０２

今 回 の

インタビュアー

奄美群島を網羅した移住支援サイト『ね
りやかなや』は行政とともに移住支援に
取り組んでいる。

茨城県出身43歳。安木屋場集落在住。
以前は東京にて不動産賃貸仲介業、営業、店
舗責任者に従事。地域おこし協力隊１年目。
主に空き家バンク、移住者支援業務担当。

福岡県出身40歳。円集落在住。
主に接客業に従事しながら全国を飛び
回ってきました。地域おこし協力隊１年目。
主に空き家バンク、移住者支援業務担当。

やまこし    ますみ
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　ふるさと納税は寄附者が使い道を選んで寄附をすることが出来ます。本町で

は７つの使い道を設定して寄附を募集しております。令和元年度は、全国から

２，４４４件、４，７５７万３千円の寄附金が集まりました。

寄附の使い道　　　　　　　
地域資源を生かした産業を創造するまちづくり

健やかで安心して暮らせる健康・福祉のまちづくり
快適な生活環境でゆとりあるまちづくり

豊かな心をはぐくむ教育と文化が薫るまちづくり
人がふれあい個性が輝く交流・連携のまちづくり

効率的な行財政運営で共に創るまちづくり
町長に一任

合計

件数（件）

261
194
133 
203
37
11

1,605
2,444

金額（円）  

4,530,000 
3,115,000 
3,340,000 
5,020,000 

660,000 
145,000 

30,763,000 
47,573,000

令和元年度は、ふるさと納税基金より各事業に充てられていますので、その一部

を紹介します。主に子どもたちの活動等が大変充実したものとなりました。

事業名　　　　　　
離島甲子園大会参加負担金

離島甲子園大会実行委員会補助金
KKBふるさとCM製作費

集落外灯LED切り替え補助金
役場紬擁壁(ようへき)業務委託（令和元年度実施分）

教職員パソコンリース／学習支援ソフトリース料の一部
輝く龍郷っ子支援補助金（楽器購入費分）

西郷菊次郎ミュージカル補助金
りゅうゆう館図書購入費用

合計

充当金額（円）

2,000,000　
781,000　
387,000　

3,000,000　
668,000　

6,861,000　
2,000,000　
1,099,000　
1,000,000　
17,796,000　

使い道の番号

④ ⑤
④ ⑤

⑤
③
①
④
④

④ ⑤
④

皆さまの応援、誠にありがとうございます。令和２年度もどうぞよろしくお願いいたします。

令和元年度
龍郷町ふるさと納税ご報告

①
②
③
④
⑤
⑥
⑦

蛍光灯　　　L ED

集落外灯LED切り替え 2019 離島甲子園 KKBふるさとCM  2019
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A m a m i o s h i m a T a t s u g o

龍 郷 町 ふるさと納税

好きな自治体へ寄附ができる「ふるさと納税」 ふるさと返礼品を登録したい方
ほかにもまだまだ返礼品お選びいただけます。
ＷＥＢで

電話で

龍郷町中勝812
☎0997-62-2178
営 ９:00~18:00
休 不定休

このコーナーでは、龍郷町ふるさと納税制度の返礼品として贈呈する

商品やサービスを紹介します。貴事業所でも是非ご検討ください。

(有)興紬商店

　龍郷町中勝集落に店舗を構える本場奄美大島紬の織元、興紬

商店。龍郷柄や秋名バラなどの伝統柄から新しいデザインのオリ

ジナル柄まで、豊富な種類の反物を取り揃えるとともに、これらを

用いた洋服や小物類も数多く手掛けています。小物づくりは、裁断

したときに柄が美しく出るよう専用の反物を図案設計するところ

から始まり、赤やピンクといった艶やかな色彩が目を引きます。

「伝統＋工夫」を信条に、代表・興 辰雄氏の職人としてのこだわり

と、興 ほずみ氏によるセンスの融合で、若い世代にも大島紬を身

近に感じてほしいという思いを込めて、伝統を重んじながらも新

しさを取り入れたデザインを展開。大島紬を盛り上げるべく、従業

員全員で日々作品づくりに取り組んでいます。

大島紬ネクタイ
純泥染　龍郷柄（赤）

寄附額50,000円

本場奄美大島紬ストール
（色龍郷柄　藍）

寄附額135,000円

大島紬名刺入れ
（クリスタル）

寄附額15,000円

※龍郷町へのふるさと納税は町外の方のみです。

あなたのお店の自慢の品も登録しませんか？
個人事業主でも登録できます。

龍郷町では、「ふるさと納税推進業務協力事業者募集
要領」に基づき返礼品の登録事業者を随時募集して
います。新型コロナウイルスの影響を受けている事業
者の皆様からのご相談も受け付けておりますので、詳
しくは、下記までお問い合わせください。

問合せ先　役場企画観光課☎６９-４５１２

この記事を書いた人
地域おこし協力 隊 辰巳奈緒子

　　　　　ふるさと納税ポータルサイト
『さとふる』『ふるさとチョイス』に掲載して

います。または龍郷町ＨＰをご覧ください。

　　　　　返礼品一覧を送付いたします。お電話も
しくはメールにてご住所・お名前をお教えてください。
龍郷町役場企画観光課☎０９９７-６９-４５１２

メール  kikakukanko@town.tatsugo.lg.jp

お き
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無
料
法
律
相
談
の
ご
案
内

奄
美
市
と
鹿
児
島
県
弁
護
士
会
が
共
同

で
開
催
し
て
お
り
、龍
郷
町
民
の
方
も
無
料

で
相
談
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

令
和
２
年
8
月
相
談
日
　
派
遣
相
談 

※

必
ず
電
話
予
約
が
必
要
で
す（
先
着
順
）

･

８
月
６
日（
木
）

　
池
田
征
弘
弁
護
士

　
午
後
１
時
〜
午
後
４
時
30
分

･

８
月
20
日（
木
）

　
菅
野
浩
平
弁
護
士

　
午
前
９
時
30
分
〜
午
前
11
時
30
分

･

８
月
27
日（
木
）

　
宮
路
真
行
弁
護
士

　
午
前
11
時
〜
正
午

　
午
後
１
時
〜
午
後
３
時
30
分

◇
時
間
は一人
30
分
間
で
す
。（
事
前
に
相
談
内
容
を
ま
と

め
て
お
く
と
効
率
的
で
す
。ま
た
、同
じ
人
が
続
け
て
申
込

さ
れ
る
こ
と
は
ご
遠
慮
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。）

問
合
せ
先・予
約
先

奄
美
市
役
所
市
民
協
働
推
進
課

市
民
生
活
係

☎（
５
２
）１
１
１
１
　
内
線
１
７
１
６

受
付
　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

◇
相
談
内
容
が
弁
護
士
で
よ
い
か
分
か
ら
な
い

場
合
も
市
民
生
活
係
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に
よ
り
、日
程
が

変
更
に
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く

だ
さ
い
。

　
ひ
と
り
親
世
帯
へ
、給
付
金
を
支
給
し
ま
す
。

基
本
給
付

対
象
　
以
下
①
〜
③
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
方
①
令
和
２
年
６
月
分
の
児
童
扶
養
手

当
が
支
給
さ
れ
る
方
②
公
的
年
金
等
を
受

給
し
て
お
り
、令
和
２
年
６
月
分
の
児
童
扶

養
手
当
の
支
給
が
全
額
停
止
さ
れ
る
方
③

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
を
受

け
て
家
計
が
急
変
す
る
な
ど
、収
入
が
児
童

扶
養
手
当
を
受
給
し
て
い
る
方
と
同
じ
水
準

と
な
って
い
る
方

給
付
額  

１
世
帯
５
万
円 

第
２
子
以
降
１
人
に
つ
き
３
万
円

追
加
給
付

対
象
　右
記
、基
本
給
付
金
対
象
の
①
ま
た

は
②
に
該
当
す
る
方
の
う
ち
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
を
受
け
て
家
計
が
急

変
し
、収
入
が
減
少
し
た
方

給
付
額
　
１
世
帯
５
万
円

支
給
手
続
き

◆
基
本
給
付
は
申
請
不
要
で
す
。８
月
頃
、

児
童
扶
養
手
当
を
支
給
し
て
い
る
口
座
に
振

り
込
み
ま
す
。◆
追
加
給
付
は
申
請
が
必
要

で
す
。詳
し
く
は
お
問
合
せ
い
た
だ
く
か
、町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
下
さ
い
。

問
合
せ
先

役
場
保
健
福
祉
課

☎（
６
９
）４
５
１
４

ひ
と
り
親
世
帯

臨
時
特
別
給
付
金（
厚
生
労
働
省
）

　
７
月
１
日
に
、国
勢
調
査
の
円
滑
な
実
施

を
目
的
に
、副
町
長
を
本
部
長
と
し
て「
令

和
２
年
国
勢
調
査
龍
郷
町
実
施
本
部
」を

設
置
し
ま
し
た
。今
後
、国
勢
調
査
に
関
す

る
情
報
を
発
信
し
て
ま
い
り
ま
す
。◆
ま
た
、

先
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
調
査
の
詳
細

が
決
定
し
ま
し
た
の
で
、左
記
を
ご
参
照
く

だ
さ
い
。９
月
14
日
か
ら
９
月
30
日
ま
で
の

期
間
、調
査
員
が
各
家
庭
を
訪
問
し
、調
査

の
お
願
い
に
参
り
ま
す
。調
査
票
は
、新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
対
策
と
し
て
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
も
し
く
は
郵
送
で
の
回
収

を
推
奨
し
て
い
ま
す
。皆
様
の
ご
協
力
を
お

願
い
致
し
ま
す
。

調
査
の
期
日
　
令
和
２
年
10
月
１
日（
木
）

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
答
期
間

９
月
14
日（
月
）か
ら
10
月
７
日（
水
）ま
で

郵
送
回
答
期
間

10
月
１
日（
木
）か
ら
10
月
７
日（
水
）ま
で

２
０
２
０
年
国
勢
調
査

実
施
本
部
を
設
立
し
ま
し
た

農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の

回
収
に
つ
い
て

戦
没
者
等
の
ご
遺
族
の
皆
様
へ

第
11
回
特
別
弔
慰
金
を
支
給

　
戦
後
75
周
年
の
節
目
に
当
た
り
、我
が
国

の
平
和
と
繁
栄
の
礎
と
な
っ
た
戦
没
者
等
の

尊
い
犠
牲
に
思
い
を
い
た
し
、国
と
し
て
改
め

て
弔
慰
の
意
を
表
す
る
た
め
、ご
遺
族
に
特

別
弔
慰
金
を
支
給
し
ま
す
。

支
給
対
象
者

　
戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
の
ご
遺
族
で
、令

和
２
年
４
月
１
日
現
在
、公
務
扶
助
料
、遺

族
年
金
等
の
年
金
給
付
を
受
け
る
権
利
者

が
い
な
い
遺
族
の
う
ち
、ど
な
た
か一人
。

※

「
遺
族
」と
は
、戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
に

既
に
生
ま
れ
て
い
た
遺
族（
子
は
戦
没
者
等

の
死
亡
当
時
の
胎
児
を
含
む
）で
、三
親
等

内
親
族
に
限
ら
れ
、法
律
に
よ
り
支
給
順
位

　
８
月
22
日（
土
）に
予
定
し
て
い
ま
し
た
か

ご
し
ま
国
体
炬
火
リ
レ
ー
は
か
ご
し
ま
国
体

の
延
期
に
伴
い
、延
期
と
な
り
ま
し
た
。

 

ま
た
、９
月
13
日（
日
）に
予
定
し
て
い
ま
し

た
龍
郷
町
相
撲
大
会
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
に
よ
る
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
中
止
と
な

り
ま
し
た
。

問
合
せ
先
　

龍
郷
町
教
育
委
員
会
☎（
６
９
）４
５
３
２

国
体
炬
火
リ
レ
ー・町
相
撲
大
会

大
会
中
止
の
お
知
ら
せ

　
大
島
本
島
地
域
農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
類
適
正
処
理
推
進
協
議
会
で
は
農
業
用

廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
の
適
正
処
理
を
行
う
た

め
の
回
収
を
行
い
ま
す
。◆
ハ
ウ
ス
ビ
ニ
ー
ル

や
肥
料
袋
、農
薬
の
プ
ラ
容
器
、牧
草
用

ラ
ッ
プ
フ
ィ
ル
ム
な
ど
使
用
済
み
の
農
業
用

廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
の
処
分
を
行
う
皆
さ
ん

は
、８
月
６
日（
木
）午
前
９
時
か
ら
午
後
４

時
ま
で
の
間
に
あ
ま
み
農
協
龍
郷
支
所
購

買
部
へ
印
鑑
を
ご
持
参
の
う
え
搬
入
し
て
く

だ
さ
い
。◆
な
お
、回
収
費
用
と
し
て
１
キ
ロ

当
た
り
50
円
の
個
人
負
担
が
あ
り
ま
す
。ま

た
、農
薬
の
プ
ラ
容
器
は
事
前
に
水
洗
い
を

し
た
う
え
で
搬
入
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

役
場
農
林
水
産
課
☎（
６
９
）４
５
２
４

あ
ま
み
農
協
龍
郷
支
所
☎（
６
２
）３
０
０
０

高
収
益
作
物
次
期
作

支
援
交
付
金

　
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
を
受
け
た
野
菜・花

き・果
樹
の
次
期
作
に
お
け
る
取
組
を
支
援

し
ま
す
。

対
象
　令
和
２
年
２
月
野
菜・花
き・果
樹

の
出
荷
実
績
が
あ
る
生
産
者
、農
業
共
済・

収
入
保
険
な
ど
に
加
入
し
て
い
る
又
は
加
入

を
検
討
す
る
生
産
者

内
容
　
左
記
か
ら
２
つ
以
上
を
同一ほ
場
に

対
し
て
実
施
し
た
方
に
、取
り
組
ん
だ
面
積

10
ア
ー
ル
に
つ
き
5
万
5
千
円（
施
設
果
樹

は
25
万
円
、施
設
花
き
は
80
万
円
）を
交
付

取
組
例
　
＊
左
記
以
外
に
も
あ
り
ま
す
。

①
生
産
性
又
は
品
質
向
上
に
資
す
る
品
目・

品
種
の
導
入
②
生
産
性
又
は
品
質
向
上
に

資
す
る
肥
料
・
農
薬
等
の
導
入
③
土
壌
改

良・排
水
対
策
の
実
施
④
労
働
安
全
確
認

事
項
の
実
施
⑤
事
業
継
続
計
画
の
策
定 

等

＊（
国
の
第
１
次
補
正
予
算
）現
時
点
の
内

容
で
あ
り
、今
後
変
更
に
な
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、農
林
水

産
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

役
場
農
林
水
産
課

☎（
６
９
）４
５
２
４

　
受
講
修
了
者
は
、全
国
共
通
の「
放
課
後
児

童
支
援
員
」と
し
て
働
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

受
講
対
象
者
　
保
育
士
、社
会
福
祉
士
、又

は
教
育
職
員
免
許（
幼
稚
園
、小
学
校
、中

学
校
、高
等
学
校
な
ど
の
教
諭
）の
資
格
が

あ
る
方
○
大
学
な
ど
で
社
会
福
祉
学
、心
理

学
、教
育
学
、社
会
学
、芸
術
学
、又
は
体
育

学
を
専
修
す
る
学
科
を
卒
業
し
た
方
○
高

等
学
校
卒
業
者
等
で
２
年
以
上
児
童
福
祉

事
業（
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
を
含
む
）に
従

事
し
た
方
○
５
年
以
上
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
に
従
事
し
、市
町
村
か
ら
適
当
と
認
め
ら

れ
た
方
な
ど
。

募
集
要
項
、研
修
日
程
等
は

鹿
児
島
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先
　
鹿
児
島
県
放
課
後
児
童
支
援
員

認
定
研
修
事
務
局
☎
０
９
９
５（
４
７
）２
６
６
６

放
課
後
児
童
支
援
員

鹿
児
島
県
認
定
資
格
研
修

龍郷町役場　（代表）0997-62-3111　平日 ８時30分から17時15分 開庁

や
要
件
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

支
給
内
容

額
面
25
万
円
、５
年
償
還
の
記
名
国
債

請
求
期
間

令
和
５
年
３
月
31
日
ま
で

（
請
求
期
間
を
過
ぎ
る
と
第
11
回
特
別
弔
慰
金

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
） 

請
求
窓
口

役
場
町
民
税
務
課
☎（
６
９
）４
５
１
９
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令
和
２
年

８
月
号

り
ゅ
う
が
く
館

町
の
う
ご
き

そ
の
他

お
知
ら
せ

鹿
児
島
県
立

大
島
病
院

ト
ピ
ッ
ク
ス

町
独
自
取
組
み

（
コ
ロ
ナ
）

議
会
だ
よ
り

ふ
る
さ
と
納
税

龍
郷
町
に

移
住
し
ま
し
た

無
料
法
律
相
談
の
ご
案
内

奄
美
市
と
鹿
児
島
県
弁
護
士
会
が
共
同

で
開
催
し
て
お
り
、龍
郷
町
民
の
方
も
無
料

で
相
談
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

令
和
２
年
8
月
相
談
日
　
派
遣
相
談 

※

必
ず
電
話
予
約
が
必
要
で
す（
先
着
順
）

･

８
月
６
日（
木
）

　
池
田
征
弘
弁
護
士

　
午
後
１
時
〜
午
後
４
時
30
分

･

８
月
20
日（
木
）

　
菅
野
浩
平
弁
護
士

　
午
前
９
時
30
分
〜
午
前
11
時
30
分

･

８
月
27
日（
木
）

　
宮
路
真
行
弁
護
士

　
午
前
11
時
〜
正
午

　
午
後
１
時
〜
午
後
３
時
30
分

◇
時
間
は一人
30
分
間
で
す
。（
事
前
に
相
談
内
容
を
ま
と

め
て
お
く
と
効
率
的
で
す
。ま
た
、同
じ
人
が
続
け
て
申
込

さ
れ
る
こ
と
は
ご
遠
慮
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。）

問
合
せ
先・予
約
先

奄
美
市
役
所
市
民
協
働
推
進
課

市
民
生
活
係

☎（
５
２
）１
１
１
１
　
内
線
１
７
１
６

受
付
　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

◇
相
談
内
容
が
弁
護
士
で
よ
い
か
分
か
ら
な
い

場
合
も
市
民
生
活
係
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に
よ
り
、日
程
が

変
更
に
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く

だ
さ
い
。

　
ひ
と
り
親
世
帯
へ
、給
付
金
を
支
給
し
ま
す
。

基
本
給
付

対
象
　
以
下
①
〜
③
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
方
①
令
和
２
年
６
月
分
の
児
童
扶
養
手

当
が
支
給
さ
れ
る
方
②
公
的
年
金
等
を
受

給
し
て
お
り
、令
和
２
年
６
月
分
の
児
童
扶

養
手
当
の
支
給
が
全
額
停
止
さ
れ
る
方
③

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
を
受

け
て
家
計
が
急
変
す
る
な
ど
、収
入
が
児
童

扶
養
手
当
を
受
給
し
て
い
る
方
と
同
じ
水
準

と
な
って
い
る
方

給
付
額  

１
世
帯
５
万
円 

第
２
子
以
降
１
人
に
つ
き
３
万
円

追
加
給
付

対
象
　右
記
、基
本
給
付
金
対
象
の
①
ま
た

は
②
に
該
当
す
る
方
の
う
ち
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
を
受
け
て
家
計
が
急

変
し
、収
入
が
減
少
し
た
方

給
付
額
　
１
世
帯
５
万
円

支
給
手
続
き

◆
基
本
給
付
は
申
請
不
要
で
す
。８
月
頃
、

児
童
扶
養
手
当
を
支
給
し
て
い
る
口
座
に
振

り
込
み
ま
す
。◆
追
加
給
付
は
申
請
が
必
要

で
す
。詳
し
く
は
お
問
合
せ
い
た
だ
く
か
、町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
下
さ
い
。

問
合
せ
先

役
場
保
健
福
祉
課

☎（
６
９
）４
５
１
４

ひ
と
り
親
世
帯

臨
時
特
別
給
付
金（
厚
生
労
働
省
）

　
７
月
１
日
に
、国
勢
調
査
の
円
滑
な
実
施

を
目
的
に
、副
町
長
を
本
部
長
と
し
て「
令

和
２
年
国
勢
調
査
龍
郷
町
実
施
本
部
」を

設
置
し
ま
し
た
。今
後
、国
勢
調
査
に
関
す

る
情
報
を
発
信
し
て
ま
い
り
ま
す
。◆
ま
た
、

先
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
調
査
の
詳
細

が
決
定
し
ま
し
た
の
で
、左
記
を
ご
参
照
く

だ
さ
い
。９
月
14
日
か
ら
９
月
30
日
ま
で
の

期
間
、調
査
員
が
各
家
庭
を
訪
問
し
、調
査

の
お
願
い
に
参
り
ま
す
。調
査
票
は
、新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
対
策
と
し
て
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
も
し
く
は
郵
送
で
の
回
収

を
推
奨
し
て
い
ま
す
。皆
様
の
ご
協
力
を
お

願
い
致
し
ま
す
。

調
査
の
期
日
　
令
和
２
年
10
月
１
日（
木
）

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
答
期
間

９
月
14
日（
月
）か
ら
10
月
７
日（
水
）ま
で

郵
送
回
答
期
間

10
月
１
日（
木
）か
ら
10
月
７
日（
水
）ま
で

２
０
２
０
年
国
勢
調
査

実
施
本
部
を
設
立
し
ま
し
た

農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の

回
収
に
つ
い
て

戦
没
者
等
の
ご
遺
族
の
皆
様
へ

第
11
回
特
別
弔
慰
金
を
支
給

　
戦
後
75
周
年
の
節
目
に
当
た
り
、我
が
国

の
平
和
と
繁
栄
の
礎
と
な
っ
た
戦
没
者
等
の

尊
い
犠
牲
に
思
い
を
い
た
し
、国
と
し
て
改
め

て
弔
慰
の
意
を
表
す
る
た
め
、ご
遺
族
に
特

別
弔
慰
金
を
支
給
し
ま
す
。

支
給
対
象
者

　
戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
の
ご
遺
族
で
、令

和
２
年
４
月
１
日
現
在
、公
務
扶
助
料
、遺

族
年
金
等
の
年
金
給
付
を
受
け
る
権
利
者

が
い
な
い
遺
族
の
う
ち
、ど
な
た
か一人
。

※

「
遺
族
」と
は
、戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
に

既
に
生
ま
れ
て
い
た
遺
族（
子
は
戦
没
者
等

の
死
亡
当
時
の
胎
児
を
含
む
）で
、三
親
等

内
親
族
に
限
ら
れ
、法
律
に
よ
り
支
給
順
位

　
８
月
22
日（
土
）に
予
定
し
て
い
ま
し
た
か

ご
し
ま
国
体
炬
火
リ
レ
ー
は
か
ご
し
ま
国
体

の
延
期
に
伴
い
、延
期
と
な
り
ま
し
た
。

 

ま
た
、９
月
13
日（
日
）に
予
定
し
て
い
ま
し

た
龍
郷
町
相
撲
大
会
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
に
よ
る
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
中
止
と
な

り
ま
し
た
。

問
合
せ
先
　

龍
郷
町
教
育
委
員
会
☎（
６
９
）４
５
３
２

国
体
炬
火
リ
レ
ー・町
相
撲
大
会

大
会
中
止
の
お
知
ら
せ

　
大
島
本
島
地
域
農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
類
適
正
処
理
推
進
協
議
会
で
は
農
業
用

廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
の
適
正
処
理
を
行
う
た

め
の
回
収
を
行
い
ま
す
。◆
ハ
ウ
ス
ビ
ニ
ー
ル

や
肥
料
袋
、農
薬
の
プ
ラ
容
器
、牧
草
用

ラ
ッ
プ
フ
ィ
ル
ム
な
ど
使
用
済
み
の
農
業
用

廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
の
処
分
を
行
う
皆
さ
ん

は
、８
月
６
日（
木
）午
前
９
時
か
ら
午
後
４

時
ま
で
の
間
に
あ
ま
み
農
協
龍
郷
支
所
購

買
部
へ
印
鑑
を
ご
持
参
の
う
え
搬
入
し
て
く

だ
さ
い
。◆
な
お
、回
収
費
用
と
し
て
１
キ
ロ

当
た
り
50
円
の
個
人
負
担
が
あ
り
ま
す
。ま

た
、農
薬
の
プ
ラ
容
器
は
事
前
に
水
洗
い
を

し
た
う
え
で
搬
入
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

役
場
農
林
水
産
課
☎（
６
９
）４
５
２
４

あ
ま
み
農
協
龍
郷
支
所
☎（
６
２
）３
０
０
０

高
収
益
作
物
次
期
作

支
援
交
付
金

　
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
を
受
け
た
野
菜・花

き・果
樹
の
次
期
作
に
お
け
る
取
組
を
支
援

し
ま
す
。

対
象
　令
和
２
年
２
月
野
菜・花
き・果
樹

の
出
荷
実
績
が
あ
る
生
産
者
、農
業
共
済・

収
入
保
険
な
ど
に
加
入
し
て
い
る
又
は
加
入

を
検
討
す
る
生
産
者

内
容
　
左
記
か
ら
２
つ
以
上
を
同一ほ
場
に

対
し
て
実
施
し
た
方
に
、取
り
組
ん
だ
面
積

10
ア
ー
ル
に
つ
き
5
万
5
千
円（
施
設
果
樹

は
25
万
円
、施
設
花
き
は
80
万
円
）を
交
付

取
組
例
　
＊
左
記
以
外
に
も
あ
り
ま
す
。

①
生
産
性
又
は
品
質
向
上
に
資
す
る
品
目・

品
種
の
導
入
②
生
産
性
又
は
品
質
向
上
に

資
す
る
肥
料
・
農
薬
等
の
導
入
③
土
壌
改

良・排
水
対
策
の
実
施
④
労
働
安
全
確
認

事
項
の
実
施
⑤
事
業
継
続
計
画
の
策
定 

等

＊（
国
の
第
１
次
補
正
予
算
）現
時
点
の
内

容
で
あ
り
、今
後
変
更
に
な
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、農
林
水

産
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

役
場
農
林
水
産
課

☎（
６
９
）４
５
２
４

　
受
講
修
了
者
は
、全
国
共
通
の「
放
課
後
児

童
支
援
員
」と
し
て
働
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

受
講
対
象
者
　
保
育
士
、社
会
福
祉
士
、又

は
教
育
職
員
免
許（
幼
稚
園
、小
学
校
、中

学
校
、高
等
学
校
な
ど
の
教
諭
）の
資
格
が

あ
る
方
○
大
学
な
ど
で
社
会
福
祉
学
、心
理

学
、教
育
学
、社
会
学
、芸
術
学
、又
は
体
育

学
を
専
修
す
る
学
科
を
卒
業
し
た
方
○
高

等
学
校
卒
業
者
等
で
２
年
以
上
児
童
福
祉

事
業（
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
を
含
む
）に
従

事
し
た
方
○
５
年
以
上
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
に
従
事
し
、市
町
村
か
ら
適
当
と
認
め
ら

れ
た
方
な
ど
。

募
集
要
項
、研
修
日
程
等
は

鹿
児
島
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先
　
鹿
児
島
県
放
課
後
児
童
支
援
員

認
定
研
修
事
務
局
☎
０
９
９
５（
４
７
）２
６
６
６

放
課
後
児
童
支
援
員

鹿
児
島
県
認
定
資
格
研
修

龍郷町役場　（代表）0997-62-3111　平日 ８時30分から17時15分 開庁

や
要
件
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

支
給
内
容

額
面
25
万
円
、５
年
償
還
の
記
名
国
債

請
求
期
間

令
和
５
年
３
月
31
日
ま
で

（
請
求
期
間
を
過
ぎ
る
と
第
11
回
特
別
弔
慰
金

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
） 

請
求
窓
口

役
場
町
民
税
務
課
☎（
６
９
）４
５
１
９
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①新型コロナウイルス感染症拡大
に伴う緊急経済対策について

②新型コロナウィルス感染症拡大に
よる児童生徒への影響について

③農業振興について

④農道整備について

伊集院　巖 議員P11
①新型コロナ感染症における町民

の心のケアの現在の状況や今後
の対応について

②財政について

③防災対策について

德永　義郎 議員P12

①新型コロナウイルス対策について
②各集落自治振興事業について

圓山　和昭 議員P13
①秋名漁港の整備について
②集落内の環境整備について
③観光美化について
④健康増進について
⑤道路改良について

窪田　圭喜 議員P14

一般質問とは…各議員が住民の代表として、町の行財政全般にわたり、事務の執行
状況や将来に対する方針を聞き、町当局の考え方や疑問点をただすことです。単に疑問を解消
し、事実関係を明らかにするだけでなく、現行政策の見直しや新規政策を提言する議員の重要
な活動です。本町議会の質問時間は、１人60分以内となっています。

発行 /龍郷町議会
編集 /議会だより編集委員会
〒894-0192
大島郡龍郷町浦 110 番地
ＴＥＬ0997-62-3111（内線 2272）
ＦＡＸ0997-62-2535

龍郷町

議会だより第187号

令和２年第２回定例会

P15 議決結果

P11～  一般質問

※掲載内容については、質問者が質問と答弁を要約し、
龍郷町議会広報委員会が編集したものです。

龍郷町緊急経済対策商品券『Go!Go!!たつGo!チケット』

令
和
２
年

８
月
号

り
ゅ
う
が
く
館

町
の
う
ご
き

そ
の
他

お
知
ら
せ

鹿
児
島
県
立

大
島
病
院

ト
ピ
ッ
ク
ス

町
独
自
取
組
み

（
コ
ロ
ナ
）

議
会
だ
よ
り

ふ
る
さ
と
納
税

龍
郷
町
に

移
住
し
ま
し
た



-11- Tatsugo

　

問　

　

国
の
特
別
定
額
給
付
金
「
国

民
一
人
当
た
り
10
万
円
」
給
付

の
進
捗
状
況
は
。

　

答　
（
町
長
）　

　

６
月
９
日
の
申
請
率
99
％
、

振
込
金
額
５
億
９
３
０
０
万
円

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

問　

　

生
活
支
援
の
一
つ
と
し
て
、

小
中
学
校
の
一
学
期
分
の
給
食

費
が
減
免
さ
れ
て
い
る
が
、
８

月
以
降
も
減
免
措
置
を
講
じ
る

考
え
は
な
い
か
。

　

答
（
町
長
）　

　

子
育
て
支
援
、
定
住
促
進
に

も
繋
が
る
こ
と
で
あ
る
の
で
や

り
た
い
が
、
財
源
を
ど
の
よ
う

に
確
保
し
て
い
く
か
問
題
が
あ

使
用
範
囲
、
交
付
時
期
は
。

　

答
（
企
画
観
光
課
長
）　

　

支
援
対
象
者
の
基
準
日
は
６

月
30
日
、
使
用
範
囲
は
、
例
年

の
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
と
同
じ

範
囲
で
、
交
付
時
期
は
７
月
中

旬
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

問　

　

休
校
中
の
学
業
面
の
対
応
と

生
活
面
の
状
況
、今
後
の
対
応
は
。

　

答
（
教
育
長
）　

　

学
業
面
の
対
応
は
、
学
習
に

著
し
い
遅
れ
が
生
じ
る
こ
と
が

な
い
よ
う
、
可
能
な
限
り
家
庭

学
習
を
適
切
に
課
す
な
ど
、
必

要
な
措
置
を
講
じ
て
き
ま
し
た
。

休
業
中
の
学
習
の
遅
れ
は
、
週

１
時
間
授
業
を
増
や
し
た
り
、

行
事
を
精
選
す
る
等
し
て
、
各

学
校
と
も
遅
れ
を
取
り
戻
す
対

応
を
し
て
い
ま
す
。
生
活
面
で

は
、
基
本
的
に
は
自
宅
待
機
で

あ
る
こ
と
、
児
童
生
徒
の
検
温

と
学
校
へ
の
健
康
状
況
の
報
告

を
依
頼
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
殆

伊集院　巖 議員

り
、
今
後
検
討
し
研
究
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

問　

　

町
内
商
工
業
者
等
サ
ポ
ー
ト

支
援
金
は
、
観
光
関
連
・
宿
泊

業
・
飲
食
業
に
限
ら
れ
て
い
る

が
、
支
援
対
象
業
種
の
幅
を
広

げ
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

　

答
（
町
長
）　

　

問
題
は
財
源
の
確
保
で
あ
り
、

国
の
第
２
次
補
正
、
地
方
創
生

臨
時
交
付
金
の
動
向
を
見
な
が

ら
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

問　

　

子
牛
価
格
が
コ
ロ
ナ
の
影
響

で
下
落
し
て
い
る
が
、
畜
産
農

家
へ
の
減
収
対
策
を
講
じ
る
考

え
は
な
い
か
。

　

答
（
町
長
）　

　

子
牛
価
格
が
安
い
こ
の
時
期

に
ま
ず
は
、
素も
と
う
し牛
導
入
を
進
め

る
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
担

当
課
で
は
、
畜
産
農
家
と
の
座

談
会
を
予
定
し
て
お
り
、
農
家

の
意
見
等
を
聞
き
な
が
ら
支
援

策
を
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

問　

　

緊
急
経
済
対
策
商
品
券
給
付

事
業
の
対
象
者
の
基
準
日
と
、

ど
の
児
童
生
徒
の
外
出
は
見
ら

れ
ず
、
落
ち
着
い
た
家
庭
生
活

を
過
ご
し
て
い
た
よ
う
で
す
。

　

問　

　

コ
ロ
ナ
感
染
第
二
波
、
第
三

波
が
発
生
し
た
場
合
、
オ
ン
ラ

イ
ン
授
業
等
が
考
え
ら
れ
る
が
、

家
庭
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環
境
は
。

　

答
（
教
育
長
）　

　

国
の
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構

想
に
お
い
て
、
一
人
一
台
の
タ

ブ
レ
ッ
ト
授
業
は
可
能
で
あ
る

が
、
家
庭
と
結
ん
で
の
授
業
は

課
題
が
あ
り
ま
す
。
今
後
、
対

策
を
講
じ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

問　

　

農
業
法
人
の
運
営
形
態
と
稼

働
時
期
は
。

　

答
（
町
長
）　

　

農
業
法
人
が
認
定
農
家
と
し

て
認
定
さ
れ
れ
ば
、
さ
と
う
き

び
を
栽
培
し
出
荷
す
る
と
い

う
、
計
画
当
初
か
ら
目
指
し
て

い
る
法
人
組
織
が
、
現
実
味
を

帯
び
て
ま
い
り
ま
す
。
稼
働
時

期
に
つ
き
ま
し
て
は
、
遅
く
て

も
来
年
春
ま
で
に
は
本
格
稼
働

を
開
始
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

問　

　

赤
尾
木
ア
ス
キ
ン
ト
の
、
農
業

用
水
タ
ン
ク
設
置
場
所
ま
で
の

舗
装
延
長
は
で
き
な
い
か
。

　

答
（
町
長
）　

　

農
業
用
水
管
理
組
合
か
ら
の

要
望
も
あ
り
、
事
業
効
果
な
ど

も
精
査
し
な
が
ら
現
道
舗
装
に

よ
る
整
備
を
念
頭
に
事
業
導
入

に
向
け
て
努
力
し
ま
す
。

　

問　

　

赤
尾
木
農
道
小
平
線
の
排
水

対
策
に
つ
い
て
抜
本
的
改
善
が

で
き
な
い
か
。

　

答
（
町
長
）　

　

排
水
対
策
は
、
抜
本
的
な
解

決
に
至
っ
て
な
い
の
が
現
状
で

す
。
今
後
も
大
雨
に
よ
る
農
作

物
被
害
が
発
生
し
な
い
よ
う
農

道
改
修
等
の
具
体
策
を
検
討

し
、
問
題
解
決
に
向
け
て
努
力

し
て
ま
い
り
ま
す
。

農
業
振
興
に
つ
い
て

農
道
整
備
に
つ
い
て

令
和
２
年

８
月
号

り
ゅ
う
が
く
館

町
の
う
ご
き

そ
の
他

お
知
ら
せ

鹿
児
島
県
立

大
島
病
院

ト
ピ
ッ
ク
ス

町
独
自
取
組
み

（
コ
ロ
ナ
）

議
会
だ
よ
り

ふ
る
さ
と
納
税

龍
郷
町
に

移
住
し
ま
し
た

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
拡
大
に
伴
う
緊
急
経
済
対

策
に
つ
い
て

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染

症
拡
大
に
よ
る
児
童
生
徒
へ

の
影
響
に
つ
い
て
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財
政
に
つ
い
て

防
災
対
策
に
つ
い
て

　

問　

　

未
就
学
児
や
保
護
者
へ
の
対

応
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る

の
か
。

　

答
（
町
長
）　

　

保
育
所
等
に
お
い
て
は
、
子

ど
も
の
毎
日
の
体
調
確
認
や
、

保
護
者
と
の
面
談
、
相
談
し
や

す
い
環
境
づ
く
り
に
努
め
て
い

ま
す
。
継
続
し
て
正
し
い
知
識

の
普
及
を
行
い
、
保
護
者
の
方

が
安
心
し
て
利
用
で
き
る
よ

う
保
育
所
と
の
連
絡
を
密
に

し
、
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
の
保
健
師
に
よ
る
相
談

支
援
の
強
化
に
努
め
て
い
き
ま

す
。

　

問　

　

児
童
生
徒
や
保
護
者
へ
の
対

応
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る

　

児
童
支
援
施
設
、
障
が
い
者

施
設
、
高
齢
者
施
設
と
の
連
携

や
対
応
は
。

　

答
（
町
長
）　

　

各
施
設
に
対
し
て
、
国
・
県

か
ら
の
情
報
を
随
時
提
供
し
、

市
町
村
判
断
に
よ
る
事
項
に
つ

い
て
は
、
独
自
の
Ｑ
＆
Ａ
を
作

成
し
、
感
染
予
防
対
策
に
努
め

る
よ
う
周
知
し
て
い
ま
す
。
そ

の
際
、
利
用
者
の
状
況
や
心
の

変
化
等
を
、
随
時
把
握
し
相
談

に
応
じ
て
い
ま
す
。

　　

問　

　

積
立
基
金（
財
政
調
整
基
金
・

減
債
基
金
・
そ
の
他
特
定
目
的

基
金
）
の
今
後
の
活
用
方
法
に

つ
い
て

　

答
（
町
長
）　

　

各
基
金
の
残
高
は
、
昨
年

末
で
、
財
政
調
整
基
金
が

25
億
８
９
７
５
万
円
、
減
債

基
金
４
億
６
６
２
９
万
円
、

11
種
類
の
特
定
目
的
基
金

７
億
８
０
１
３
万
円
で
す
。
財

政
調
整
基
金
は
財
源
調
整
と
し

て
活
用
、
減
債
基
金
は
町
債
の

償
還
増
加
に
備
え
る
た
め
の
基

金
で
、
現
在
公
債
費
が
他
の
経

費
を
圧
迫
す
る
状
況
に
な
い
こ

と
か
ら
、
基
金
繰
り
入
れ
の
実

績
は
な
い
状
況
で
す
。
特
定
目

的
の
基
金
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
基

金
の
目
的
に
沿
う
事
業
に
活
用

し
て
い
る
状
況
で
、
今
後
も
新

た
な
基
金
を
創
設
す
る
な
ど
、

住
民
に
わ
か
り
や
す
い
財
政
運

営
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

　

問　

　

海
岸
線
や
集
落
内
の
防
風
林

対
策
に
つ
い
て
本
町
の
計
画
は
。

　

答
（
町
長
）　

　

海
浜
の
浸
食
防
止
や
台
風
被

害
へ
の
暴
風
・
塩
害
・
砂
の
飛

散
防
止
な
ど
、
重
要
な
役
割
を

果
た
し
て
い
る
こ
と
は
認
識
し

て
い
ま
す
。
計
画
を
進
め
る
た

め
に
は
、
防
風
林
を
必
要
と
す

る
地
区
の
意
見
の
集
約
、
現
在

機
能
を
果
た
し
て
い
る
防
風
林

の
検
証
、
景
観
に
も
配
慮
し
た

塩
害
に
強
い
植
栽
、
今
後
の
維

持
管
理
面
な
ど
、
国
・
県
と
の

協
議
事
項
に
も
な
る
の
で
、
地

域
の
皆
さ
ん
の
要
望
を
踏
ま
え

な
が
ら
、
考
慮
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

（
注
１
）
Ｓ
Ｓ
Ｗ

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
の
略
。
子
ど
も
の
家
庭
環

境
に
よ
る
問
題
に
対
処
す
る
た

め
、
児
童
相
談
所
と
連
携
し
た

り
、
教
員
を
支
援
し
た
り
す
る

福
祉
の
専
門
家
。

德永 義郎 議員

の
か
。

　

答
（
教
育
長
）　

　

学
校
だ
よ
り
等
で
、「
誹
謗

中
傷
・
偏
見
・
差
別
を
や
め
て
、

み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
て
立
ち

向
か
い
ま
し
ょ
う
。
自
分
を
大

切
に
す
る
こ
と
は
、
周
り
の
人

を
大
切
に
す
る
こ
と
に
つ
な
が

り
ま
す
。」
と
啓
発
資
料
を
配

布
し
て
い
ま
す
。
必
要
に
応
じ

て
養
護
教
諭
や
Ｓ
Ｓ
Ｗ（
注
１
）

に
よ
る
支
援
体
制
を
整
え
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

問　

　

町
民
へ
の
対
応
は
ど
の
よ
う

に
な
っ
て
い
る
の
か
。

　

答
（
町
長
）　

　

ス
ト
レ
ス
対
応
等
に
つ
い
て

チ
ラ
シ
の
配
布
、
防
災
無
線
で

の
呼
び
か
け
、
高
齢
者
へ
は
保

健
師
や
看
護
師
の
家
庭
訪
問
、

電
話
等
に
よ
る
声
掛
け
を
実

施
、
生
活
困
窮
者
や
経
済
不
安

等
に
よ
り
、
心
の
健
康
問
題
が

発
生
し
て
く
る
と
思
わ
れ
る
た

め
、
相
談
窓
口
を
開
き
、
個
別

支
援
に
努
め
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

問　

令
和
２
年

８
月
号

り
ゅ
う
が
く
館

町
の
う
ご
き

そ
の
他

お
知
ら
せ

鹿
児
島
県
立

大
島
病
院

ト
ピ
ッ
ク
ス

町
独
自
取
組
み

（
コ
ロ
ナ
）

議
会
だ
よ
り

ふ
る
さ
と
納
税

龍
郷
町
に

移
住
し
ま
し
た

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
に
お
け

る
町
民
の
心
の
ケ
ア
の
現
在
の

状
況
や
今
後
の
対
応
に
つ
い
て

安木屋場集落内の海岸線



-13- Tatsugo

　

問　

 

本
町
の
対
応
検
証
に
つ
い
て

の
見
解
は
。

　

答
（
町
長
）　

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策

連
絡
会
議
を
９
回
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
本
部

を
８
回
開
催
し
、
感
染
発
生
段

階
に
応
じ
た
体
制
の
強
化
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
５
月

11
日
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
対
策
室
を
開
設
。
相
談
窓
口

を
一
元
化
し
、
住
民
が
相
談
し

や
す
い
環
境
を
整
え
て
対
応
し

て
お
り
ま
す
。
現
在
は
感
染
症

対
策
を
徹
底
し
て
行
う
事
や

「
新
し
い
生
活
様
式
」
と
し
て

示
さ
れ
た
事
項
を
実
践
し
て
い

く
こ
と
が
、
感
染
拡
大
を
防
ぐ

も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

向
性
に
つ
い
て
も
考
え
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。

　

問　

　

支
援
策
に
お
け
る
財
源
確
保

の
取
組
は
。

　

答
（
町
長
）　

　

今
年
度
予
算
の
物
件
費
や
補

助
金
等
を
節
減
し
な
が
ら
、
経

済
事
情
等
の
危
機
を
乗
り
越
え

て
い
く
た
め
の
交
付
金
、
財
政

調
整
基
金
を
活
用
し
な
が
ら
財

源
確
保
に
取
り
組
ん
で
参
り
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

問　

　

未
曾
有
の
事
態
に
備
え
、
組

織
横
断
的
に
対
応
可
能
な
危
機

管
理
部
門
設
置
に
つ
い
て
の
見

解
は
。

　

答
（
町
長
）　

　

限
ら
れ
た
職
員
数
、
専
門
分

野
と
し
て
の
配
属
し
た
場
合
の

事
務
分
掌
の
業
務
量
、
採
用
計

画
な
ど
、
様
々
な
検
討
課
題
で

す
が
、
国
家
の
危
機
管
理
に
関

わ
る
重
要
な
課
題
と
い
う
共
通

の
理
解
の
下
に
国
、
県
、
町
、

関
係
機
関
と
の
役
割
を
認
識

し
、
各
分
野
に
お
い
て
の
組
織

圓山 和昭 議員

　

問　

　

奄
美
大
島
５
市
町
村
、
及
び

県
と
の
連
携
・
取
組
検
証
に
つ

い
て
の
見
解
は
。

　

答
（
町
長
）　

　

奄
美
大
島
５
市
町
村
新
型
コ

ロ
ナ
感
染
症
対
策
情
報
連
絡
会

議
を
開
設
し
対
策
協
議
を
行
い

ま
し
た
。
さ
ら
に
上
部
会
議
と

し
て
５
市
町
村
長
会
議
を
開
催

し
共
同
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
出
い

た
し
ま
し
た
。
今
後
も
５
市
町

村
共
同
で
鹿
児
島
県
と
連
携
を

取
り
、
要
望
等
含
め
情
報
共
有

を
密
に
図
り
、
感
染
予
防
対
策

を
実
践
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

問　

　

学
校
教
育
現
場
に
お
け
る
対

応
、
今
後
の
取
組
は
。

　

答
（
教
育
長
）　

　

テ
レ
ビ
会
議
シ
ス
テ
ム
の
有

効
性
が
確
認
で
き
ま
し
た
の

で
、「
Ｚズ

ー

ム

ｏ
ｏ
ｍ
」（
注
２
）
を

契
約
し
、
教
育
委
員
会
と
各
学

校
、
各
学
校
同
士
で
も
繋
が
る

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
社
会
の

生
活
様
式
が
変
わ
る
中
で
、
学

校
教
育
の
在
り
方
や
今
後
の
方

的
横
断
的
に
対
応
で
き
る
よ

う
、
か
ね
て
か
ら
相
互
に
連
携

協
力
し
な
が
ら
、
引
き
続
き
対

策
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

問　

　

公
民
館
等
建
設
に
伴
う
集
落

負
担
基
準
に
つ
い
て
、
基
準
額

算
出
の
根
拠
と
再
考
に
つ
い
て

の
見
解
は
。

　

答
（
町
長
）　

　

平
成
21
年
４
月
１
日
か
ら
定

め
て
お
り
、
解
体
・
改
修
・
補

修
に
か
か
る
経
費
は
１
戸
当
た

り
５
千
円
、
新
築
の
場
合
は

１
万
円
を
負
担
し
て
頂
い
て
お

り
ま
す
。
集
落
の
規
模
に
関
わ

ら
ず
１
戸
当
た
り
の
負
担
割
合

と
し
て
い
ま
す
が
、
今
後
、
見

直
し
の
必
要
が
あ
れ
ば
検
討
し

て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　

問　

　

集
落
管
理
施
設
（
公
民
館
や
公

衆
ト
イ
レ
）
の
浄
化
槽
年
間
維
持

管
理
費
等
の
補
助
に
つ
い
て
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策

に
つ
い
て

各
集
落
自
治
振
興
事
業
に
つ

い
て

令
和
２
年

８
月
号

り
ゅ
う
が
く
館

町
の
う
ご
き

そ
の
他

お
知
ら
せ

鹿
児
島
県
立

大
島
病
院

ト
ピ
ッ
ク
ス

町
独
自
取
組
み

（
コ
ロ
ナ
）

議
会
だ
よ
り

ふ
る
さ
と
納
税

龍
郷
町
に

移
住
し
ま
し
た

　

答
（
町
長
）　

　

集
落
管
理
施
設
の
水
道
料
や

光
熱
費
等
と
同
様
、
集
落
で
負

担
し
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。
集

落
の
状
況
を
踏
ま
え
な
が
ら
、

今
後
検
討
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

問　

　

駐
在
員
規
定
に
つ
い
て
、
報

償
費
算
出
規
定
の
再
考
に
つ
い

て
の
見
解
は
。

　

答
（
町
長
）　

　

報
償
費
は
均
等
割
と
、
５
年

に
１
回
行
わ
れ
る
国
勢
調
査
を

も
と
に
世
帯
割
を
用
い
て
算
出

し
て
お
り
ま
す
。
今
年
度
よ
り

災
害
補
償
保
険
に
加
入
し
、
駐

在
員
の
皆
様
が
安
心
し
て
活
動

で
き
る
よ
う
環
境
を
整
え
て
ご

ざ
い
ま
す
の
で
、
ご
理
解
を
賜

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
注
２
）
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ　

ズ
ー
ム

ビ
デ
オ
・
Ｗ
ｅ
ｂ
会
議
を
す
る

た
め
の
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
。
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問　

　

漁
船
の
出
入
航
路
の
土
砂
の

浚
渫
に
つ
い
て

　

答
（
町
長
）　

　

平
成
22
年
23
年
の
奄
美
豪
雨

以
来
秋
名
川
河
口
か
ら
土
砂
流

出
や
潮
流
の
変
化
に
よ
り
、
航

路
が
埋ま
い
そ
く塞
し
て
い
る
こ
と
は
把

握
し
て
い
ま
す
。今
年
度
測
量
・

調
査
費
を
予
算
計
上
し
漁
港
機

能
保
全
計
画
の
策
定
に
着
手
い

た
し
ま
す
。

　

問　

　

竣
工
以
来
、
こ
こ
10
年
間
で

航
路
の
土
砂
の
堆
積
が
重
な

り
、
２
度
の
応
急
的
な
土
砂
除

去
を
し
た
が
、
干
潮
時
は
、
深

い
箇
所
で
海
水
面
か
ら
40
㌢
し

か
な
い
状
況
で
す
。今
年
度
は
、

測
量
設
計
委
託
料
が
予
算
化
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
結
果
が
出
て

再
検
討
を
し
、
改
善
に
取
り
組

み
ま
す
。

　

問　

　

現
在
の
側
溝
は
、
大
雨
時
に

秋
名
川
か
ら
逆
流
し
ま
す
。
老

朽
化
し
、
車
の
通
行
で
も
音
が

し
ま
す
。
側
溝
を
新
設
・
拡
幅

が
で
き
な
い
か
、
ま
た
経
路
を

変
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

　

答
（
建
設
課
長
）　

　

秋
名
川
に
流
れ
な
い
状
況
な

の
で
、
内
水
被
害
と
考
え
て
い

ま
す
が
、
県
が
秋
名
川
の
大
規

模
な
土
砂
除
去
を
し
た
の
で
、

今
後
の
状
況
を
注
視
し
な
が

ら
、
経
路
の
検
討
等
を
行
っ
て

い
き
ま
す
。

　

問　

　

観
光
ス
ポ
ッ
ト
で
あ
る
円
ヒ

ジ
ャ
の
龍
の
目
周
辺
及
び
、
他

の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
も
含
め
て
、

四
季
を
通
し
て
の
除
草
は
で
き

な
い
か
。

　

答
（
町
長
）　

　

指
摘
の
箇
所
は
、
海
浜
地
と

な
っ
て
お
り
県
が
維
持
管
理
を

し
て
い
ま
す
。
県
の
了
解
を
得

ま
し
た
の
で
、
今
後
町
が
定
期

的
に
除
草
い
た
し
ま
す
。

　

問　

　

荒
波
地
区
で
の
町
営
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
場
建
設
は
。

　

答
（
町
長
）　

　

嘉
渡
集
落
の
予
定
地
に
つ
い

て
は
、
筆
界
未
定
地
や
相
続
未

登
記
に
よ
り
取
得
が
困
難
で
、

今
後
他
に
候
補
地
が
な
い
か
、

荒
波
地
区
活
性
化
協
議
会
と
協

議
を
進
め
ま
す
。

　

問　

　

健
康
管
理
上
必
要
な
ス
ポ
ー

ツ
で
あ
り
、
予
定
地
が
不
可
能

な
ら
荒
波
地
区
の
別
の
集
落
に

設
置
す
る
こ
と
は
で
き
な
い

か
。

　

答
（
企
画
観
光
課
長
）　

　

荒
波
地
区
に
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ

ル
フ
場
は
必
要
と
考
え
て
お

り
、
今
後
も
、
荒
波
地
区
活
性

化
協
議
会
と
協
議
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

答
（
町
長
）　

　

荒
波
地
区
に
必
要
と
考
え
て

い
ま
す
が
、
設
置
す
る
に
あ
た

り
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
協
力
と

論
議
を
お
願
い
た
し
ま
す
。

　

問　

　

芦
花
部
・
大
熊
間
の
ト
ン
ネ

ル
建
設
要
望
に
つ
い
て
は
、
大

島
郡
議
員
大
会
に
お
い
て
３

回
、
首
長
・
議
長
会
な
ど
を
通

し
て
も
幾
度
と
な
く
要
望
し
て

い
ま
す
が
進
展
が
な
い
状
況
で

す
。
奄
振
予
算
だ
け
で
な
く
防

衛
省
関
連
の
予
算
等
も
含
め

て
、
事
業
要
望
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
か
。

　

答
（
町
長
）　

　

ト
ン
ネ
ル
建
設
に
つ
い
て

は
、
事
業
と
し
て
採
択
さ
れ
な

い
の
が
現
状
で
す
。
ト
ン
ネ
ル

整
備
は
、
荒
波
地
区
の
悲
願
で

あ
り
、
地
域
活
性
化
に
は
必
要

不
可
欠
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
引

き
続
き
奄
美
市
と
連
携
し
て
実

現
に
向
け
て
要
望
活
動
を
継
続

し
て
参
り
ま
す
。

窪田 圭喜 議員

施
工
に
至
る
ま
で
の
間
は
、
大

潮
時
は
船
の
航
行
が
で
き
な
い

状
況
で
す
が
、
何
と
か
対
応
が

で
き
な
い
か
。

　

答
（
建
設
課
長
）　

　

航
路
が
著
し
く
狭
く
な
っ
て

い
る
の
は
把
握
し
て
い
ま
す

が
、
堆
積
し
て
い
る
土
砂
の
除

去
は
海
上
作
業
に
な
る
こ
と
か

ら
、
今
年
度
調
査
・
測
量
を
委

託
し
、
土
量
を
算
出
し
、
工
事

費
を
積
算
し
た
上
で
、
財
源
等

の
確
保
を
し
、
そ
の
後
施
工
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

問　

　

秋
名
・
幾
里
の
境
界
に
あ
る

町
道
の
側
溝
の
拡
幅
に
つ
い
て

　

答
（
町
長
）　

　

周
辺
に
比
べ
地
盤
が
低
い
地

形
で
、
大
雨
の
た
び
に
冠
水
被

害
が
発
生
し
て
い
る
こ
と
は
把

握
し
て
お
り
、
原
因
は
、
秋
名

川
の
水
位
上
昇
に
よ
り
、
は
け

口
が
塞
が
れ
る
内
水
被
害
と
考

え
て
い
ま
す
。
雨
水
量
を
計
算

し
側
溝
の
断
面
・
排
水
経
路
の

秋
名
漁
港
の
整
備
に
つ
い
て

集
落
内
の
環
境
整
備
に
つ
い

て

令
和
２
年

８
月
号

り
ゅ
う
が
く
館

町
の
う
ご
き

そ
の
他

お
知
ら
せ

鹿
児
島
県
立

大
島
病
院

ト
ピ
ッ
ク
ス

町
独
自
取
組
み

（
コ
ロ
ナ
）

議
会
だ
よ
り

ふ
る
さ
と
納
税

龍
郷
町
に

移
住
し
ま
し
た

観
光
美
化
に
つ
い
て

健
康
増
進
に
つ
い
て

道
路
改
良
に
つ
い
て
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令
和
２
年

８
月
号

り
ゅ
う
が
く
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令和２年第１回臨時会で審議された案件と議決結果 

 
案          件 議決結果 

（ 承 認 ）専決処分の承認を求めることについて 

・龍郷町税条例等の一部を改正する条例 

・龍郷町税条例の一部を改正する条例 

・龍郷町国民健康保険税条例の一部を改正する条例 

・龍郷町介護保険条例の一部を改正する条例 

・令和元年度龍郷町一般会計補正予算（第 7号） 

・令和元年度龍郷町国民健康保険事業勘定特別会計補正予算(第 4号) 

・令和元年度龍郷町後期高齢者医療特別会計補正予算(第 2号） 

・令和元年度龍郷町介護保険事業特別会計補正予算(第 5号） 

・令和元年度龍郷町生活排水処理事業特別会計補正予算(第 2号） 

・令和元年度龍郷町デジタル放送事業特別会計補正予算(第 1号） 

・令和２年度龍郷町一般会計補正予算（第 1号） 

・龍郷町後期高齢者医療に関する条例の一部を改正する条例 

・令和２年度龍郷町一般会計補正予算（第 2号） 

 

（ 議 案 ）  

・令和２年度龍郷町一般会計補正予算（第 3号） 

・令和２年度龍郷町水道事業会計補正予算（第１号） 

・令和２年度りゅうゆう館ホール空調本体設備改修工事請負契約の締結 

・令和 2年度りゅうゆう館舞台改修工事請負契約の締結 

 

承認(全員) 

承認(全員) 

承認(全員) 

承認(全員) 

承認(全員) 

承認(全員) 

承認(全員) 

承認(全員) 

承認(全員) 

承認(全員) 

承認(全員) 

承認(全員) 

承認(全員) 

 

 

原案可決(全員) 

原案可決(全員) 

原案可決(全員) 

原案可決(全員) 

 

第２回定例会で審議された案件と議決結果

令和２年第１回臨時会で審議された案件と議決結果

 

第２回定例会で審議された案件と議決結果 

 
案         件 審議結果 

（ 議 案 ） 

・龍郷町報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例 

・固定資産評価審査委員会条例の一部を改正する条例 

・龍郷町国民健康保険条例の一部を改正する条例 

・龍郷町町道の構造の技術的基準に関する条例の一部を改正する条例 

・龍郷町漁港管理条例の一部を改正する条例 

・大島農業共済事務組合規約の変更に関する協議 

・大島農業共済事務組合の解散に関する協議 

・大島農業共済事務組合の解散に伴う財産処分に関する協議 

・龍郷町辺地総合整備計画の変更 

・令和２年度龍郷町一般会計補正予算（第４号） 

・令和２年度龍郷町国民健康保険事業勘定特別会計補正予算（第 1号） 

・令和２年度龍郷町後期高齢者医療特別会計補正予算（第 1号） 

・龍郷町過疎地域自立促進計画の変更 

 

（ 同 意 ） 

・農業委員会委員の任命 

・農業委員会委員の任命 

・農業委員会委員の任命 

・農業委員会委員の任命 

・農業委員会委員の任命 

・農業委員会委員の任命 

・農業委員会委員の任命 

・農業委員会委員の任命 

・農業委員会委員の任命 

 

原案可決(全員) 

原案可決(全員) 

原案可決(全員) 

原案可決(全員) 

原案可決(全員) 

原案可決(全員) 

原案可決(全員) 

原案可決(全員) 

原案可決(全員) 

原案可決(全員) 

原案可決(全員) 

原案可決(全員) 

原案可決(全員) 

 

 

同意(全員) 

同意(全員) 

同意(全員) 

同意(全員) 

同意(全員) 

同意(全員) 

同意(全員) 

同意(全員) 

同意(全員) 

◎農業委員会委員には、次の方々に決定しました。 

・福山 道雄氏  ・重山 末吉氏  ・新島 純俊氏  ・柳 東洋男氏  ・岡山 俊一氏 

・龍宮 省三氏  ・岡山 チカ子氏  ・平島 智代美氏  ・惠島 廣光氏 



鹿児島県立大島病院からお知らせ

初診時・再診時の費用が変わります

受付時間が変わります

　令和２年４月の診療報酬等改定により、初診時・再診時の選定療養費が改定されました。
　これにより、県立大島病院では初診時選定療養費（特定初診料）の変更、及び再診時選定療養費の徴
収が義務付けられることになりましたので、下記のとおり初診時・再診時選定療養費を設定しました。
　また、当院本院の受付時間も変更しました。
　ご不明な点につきましては、当院までお問い合わせください。

実施日

受付時間

　

初診時選定療養費
※税込み

　
再診時選定療養費

※税込み

令和２年８月１日から

変更後  午前８時３０分から午前１０時３０分まで

変更前  午前８時から午前１０時まで

変更後  医科 ５,０００円　　 変更前 １,５７０円         
           歯科 ３,０００円

当院から他の医療機関に紹介後、患者さんの判断で、引き続き当院
を受診される場合に徴収いたします。
変更後  医科 ２，５００円       変更前  徴収していません。                                   
           歯科 １，５００円

なお、次の場合は徴収の対象外になります。（一部例示）

(1) 紹介状を持参する場合

(2) 当院通院中で、新たな診療科を受診する場合

(3) 救急車やドクターヘリの搬送により来院した場合
（搬送以外で、救命救急センターを受診された方は対象となります。）

(4) 労働災害、公務災害、交通事故及び予防接種の場合

(5) 外来受診後そのまま入院となった場合

(6) 公費負担医療制度を利用している場合

（7）その他、医療機関が直接受診する必要性を認めた場合

問い合わせ先 県立大島病院経営課

　平日　8:30～17:00  0997-52-3611（内線3912、3474）

県立大島病院救命救急センター　

　上記以外   0997-52-3611（内線2851）
■問合せ先　役場建設課　☎69 - 4 5 2 1

　屋外広告物の設置者(申請者・管理者)は、適正な管理を行い、常に良好な状態を維持
しなければなりません。

　現在、龍郷町には許可期限切れや無許可の屋外広告物の長期放置、老朽化による落
下等の可能性がある看板などが多々あり、町の景観を損ない、人や車の通行にも危険
を及ぼす可能性があります。設置者は適正な管理を行い、事故等が起こらないように
ご協力をよろしくお願いします。

9/1～9/10 は
『屋外広告物

        適正化旬間』です

●屋外広告物の管理義務について

館

お ね が い

りゅうがく だより 令和２年８月号

● 一 般 書 ● ● 児 童 書 ●

｜今月のおすすめ｜ ｜今月のおすすめ｜

夏休み真っ只中。

毎日暑い日が続きますが、熱中症や夏バテにならないように気をつけましょう。

本にセロテープを貼ると、テープが劣化してしまい本が傷みます。

破れている本を見つけたら、そのまま図書館にお持ちいただき、

破れている部分がある旨を職員にお伝えください。

・『都会のトム＆ソーヤ　1』（はやみねかおる/講談社）
・『とんでいったふうせんは』

（ジェシー・オリベロス/絵本塾出版）
・『ドキドキ！おばけのにゅうがくしき』

（大木 あきこ/新日本出版社）
・『本当の「頭のよさ」ってなんだろう？』

（齋藤 孝/誠文堂新光社）
・『くだものさん』（tupera tupera/学研プラス）
・『オックスフォード   リーディング   ツリー   ステージ７』

（オックスフォード　ユニバーシティ）
・『やさいさん』（tupera tupera/学研プラス）　　　　　　

他

・『言の葉は、残りて』（佐藤 雫/集英社）
・『ストレスゼロの生き方』（Testosterone/きずな出版）
・『ぼくは勉強ができない』（山田 詠美/新潮社）
・『ブッダボウルの本』（前田 まり子/百万年書房）
・『老人の壁』（養老 孟司/毎日新聞出版）
・『人間の未来　AIの未来』（山中 伸弥/講談社）
・『少年と犬』（馳 星周/文藝春秋）
・『週末介護』（岸本 葉子/晶文社）
・『世界でいちばん素敵な西洋美術の教室』

（永井 龍之介/三才ブックス）
他

『雲を紡ぐ』
（伊吹　有喜/文藝春秋）
第163回直木賞の候補作品。
羊毛を手仕事で紡いで作られ
るホームスパン。高校生・美緒
の心のよりどころは祖父母の
くれたホームスパンの赤い
シ ョ ー ル だ っ た 。し か し 、

ショールを巡って母と口論になり、岩手に住む
祖父の元へ家出をしてしまう。祖父とともに働
き、職人たちの思いの尊さを知る一方、東京で
は離婚話が持ち上がっていて…

『キャラでわかる！はじめ
ての感染症図鑑』
（岡田晴恵/日本図書センター）

色んな病気をキャラクター
化し図鑑にしました。インフ
ルエンザからみずぼうそう、
おたふくかぜなど身近な感
染症を詳しく紹介。ウイル

スってなに？コロナって何が怖いの？これ一
冊でキホンが分かります。他の人にうつさない
ように気をつけること、手洗い・うがいの大切
さなど、さまざまな面から解説します。
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■問合せ先　役場建設課　☎69 - 4 5 2 1

　屋外広告物の設置者(申請者・管理者)は、適正な管理を行い、常に良好な状態を維持
しなければなりません。

　現在、龍郷町には許可期限切れや無許可の屋外広告物の長期放置、老朽化による落
下等の可能性がある看板などが多々あり、町の景観を損ない、人や車の通行にも危険
を及ぼす可能性があります。設置者は適正な管理を行い、事故等が起こらないように
ご協力をよろしくお願いします。

9/1～9/10 は
『屋外広告物

        適正化旬間』です

●屋外広告物の管理義務について

館

お ね が い

りゅうがく だより 令和２年８月号

● 一 般 書 ● ● 児 童 書 ●

｜今月のおすすめ｜ ｜今月のおすすめ｜

夏休み真っ只中。

毎日暑い日が続きますが、熱中症や夏バテにならないように気をつけましょう。

本にセロテープを貼ると、テープが劣化してしまい本が傷みます。

破れている本を見つけたら、そのまま図書館にお持ちいただき、

破れている部分がある旨を職員にお伝えください。

・『都会のトム＆ソーヤ　1』（はやみねかおる/講談社）
・『とんでいったふうせんは』

（ジェシー・オリベロス/絵本塾出版）
・『ドキドキ！おばけのにゅうがくしき』

（大木 あきこ/新日本出版社）
・『本当の「頭のよさ」ってなんだろう？』

（齋藤 孝/誠文堂新光社）
・『くだものさん』（tupera tupera/学研プラス）
・『オックスフォード   リーディング   ツリー   ステージ７』

（オックスフォード　ユニバーシティ）
・『やさいさん』（tupera tupera/学研プラス）　　　　　　

他

・『言の葉は、残りて』（佐藤 雫/集英社）
・『ストレスゼロの生き方』（Testosterone/きずな出版）
・『ぼくは勉強ができない』（山田 詠美/新潮社）
・『ブッダボウルの本』（前田 まり子/百万年書房）
・『老人の壁』（養老 孟司/毎日新聞出版）
・『人間の未来　AIの未来』（山中 伸弥/講談社）
・『少年と犬』（馳 星周/文藝春秋）
・『週末介護』（岸本 葉子/晶文社）
・『世界でいちばん素敵な西洋美術の教室』

（永井 龍之介/三才ブックス）
他

『雲を紡ぐ』
（伊吹　有喜/文藝春秋）
第163回直木賞の候補作品。
羊毛を手仕事で紡いで作られ
るホームスパン。高校生・美緒
の心のよりどころは祖父母の
くれたホームスパンの赤い
シ ョ ー ル だ っ た 。し か し 、

ショールを巡って母と口論になり、岩手に住む
祖父の元へ家出をしてしまう。祖父とともに働
き、職人たちの思いの尊さを知る一方、東京で
は離婚話が持ち上がっていて…

『キャラでわかる！はじめ
ての感染症図鑑』
（岡田晴恵/日本図書センター）

色んな病気をキャラクター
化し図鑑にしました。インフ
ルエンザからみずぼうそう、
おたふくかぜなど身近な感
染症を詳しく紹介。ウイル

スってなに？コロナって何が怖いの？これ一
冊でキホンが分かります。他の人にうつさない
ように気をつけること、手洗い・うがいの大切
さなど、さまざまな面から解説します。
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令和２年８月１日から保険証が変わります。

現在の保険証の有効期限は令和２年７月３１日です。医療機関を受診する際は

８月１日から新しい保険証の提示が必要です。

今年度は保険証を郵送いたしました。

これまで保険証の切り替えは各集落にて配布していましたが、新型コロ

ナウイルス感染予防のため、今年度は7月27日から郵送いたします。８月

以降届いていない場合は役場までお問い合わせ下さい。期限切れの保険

証は役場までお返し下さい。

問合せ

国民健康保険　　　　　　役場　町民税務課 ☎（６９）-４５１７

後期高齢者医療保険　　　役場　保健福祉課 ☎（６９）-４５１４

今年度は保険証を郵送しました。

８月１日より

新しい保険証を利用ください。

国民健康保険・後期高齢者医療保険をご利用の皆さまへ

後期高齢者医療保険新保険証は

縁色です

国民健康保険新保険証は

オレンジ色です

わきゃシマの玉黄金

07 july

満１歳になりました。
この子たちに誇れる町を
みんなでつくりましょう。

　　　　　　　　 　あ　 お

作田 碧生くん  R1.７.９ 生
  玉里　父  一生   母   菜波 

　　　　　　　　　　　ら　い　き

浜田 來亥騎くん  R1.７.15 生
  龍郷　父  龍之介   母   麗華

　　　　　　　　   まひな

三宅 舞波ちゃん  R1.７.15 生
  赤尾木　父  秀峰   母   舞佑子

　　　　　　　　 　よ　　う

肥後 縁生ちゃん  R1.７.４ 生
  玉里　父  周平   母   奈々

　　　　　　　　 

長田 みずちゃん  R1.７.５ 生
    浦  　父  大樹   母   春香 

ゆ
っ

くり、すくすく育ってね
！

ゆ
っ

くり、すくすく育ってね
！

ゆ
っ

くり、すくすく育ってね
！

あ
んよが上手になったよ☆

ニ
コ

ニコ笑うようになったよ
♪
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カラスバト
　奄美大島には3種類のハトがいますが、その中で

も一番レアで天然記念物にも指定されているカラ

スバトです。暗い所では体の色が黒っぽく見えます

が光の当たるとこだと美しい紫色や緑色に輝きま

す。「ウウー、ウウー」と特徴的な鳴き声なので初め

て聞く人は鳥が鳴いてると思わないかもしれませ

んね。非常に警戒心が強いハトですが、見つけられ

るともう立派なバードウォッチャーですよ。

【
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出
】

お
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め
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う
ご
ざ
い
ま
す 敬
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勝
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６
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　武
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森
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　金
六

勝

　義
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戸
内

　
　三

赤
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浦浦瀬
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浦  

愛
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園

浦玉
里

(

79)
(
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(
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(

75)
(

97)
(

86)
(

83)

嘉渡11㊋・25㊋

円５㊌・12㊌・19㊌・26㊌

安木屋場４㊋・11㊋・18㊋・25㊋

瀬留１㊏・20㊍　玉里１㊏・８㊏

浦10㊊　大勝19㊌　川内21㊎

中勝６㊍・20㊍12：00～

下戸口24㊊　中戸口13㊍17：00～

上戸口４㊋・18㊋　赤尾木１㊏・21㊎

芦徳10㊊・12㊌20：00～・23㊐・26㊌20：00～

８月どぅくさ会　明記ない場合は14：00～

坂元 クニエさん

大正９年７月10日生まれ

どぅくさぁが宝

100歳

どぅくさぁしもれよ～

スポーツ観戦大好き。孫、ひ孫は20人以上。

き
よ
は

な
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き

 

す

い 

香
典
返
し
お
礼
　老
ク…

老
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ブ

社
協…

社
会
福
祉
協
議
会

・
盛
昌
子（
故
盛
勇
藏
）秋

名
集
落
／
社
協

・
池
哲
三（
故
池
キ
ヌ
子
）

赤
尾
木
老
ク
／
社
協

 

・
則
岡
悦
子（
故
則
岡
澄
忠
）

瀬
留
老
ク
／
瀬
留
集
落
／
社
協

・
伊
東
廣
美（
故
伊
東
菊
江
）

老
ク
幾
里
稲
穂
会
／
老
ク
秋
名
稲
葉
会
／
社
協

・
萩
原
義
廣（
故
藤
原
チ
ヨ
）

愛
寿
園

・
楠
元
シ
ズ
エ（
故
楠
元
博
文
）

秋
名
集
落
／
幾
里
集
落

加入できる事業主 ： 建設業を営む方

対象となる労働者 ： 建設業の現場で働く人

　　　　　掛　金 ： 日額３１０円

□国の制度なので安全、確実、申し込み手続きは簡単です。
□経営事項審査で加点評価の対象となります。
□掛金の一部を国が助成します。
□掛金は事業主負担となりますが、法人は損金、個人では必要経
費として扱われ、税法上全額非課税となります。

知っていますか？建退共制度

問合せ先  建退共 鹿児島支部 ☎０９９-２５６-９６８１
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アマミノクロウサギに注意‼
　よーりっくわ走ってくりんしょれ～

アマミノクロウサギ交通事故発生件数（奄美大島内）
今年：17件 2020.７.６現在

問合せ先：生活環境課☎69-4525

７

「歴史と文化をつむぎ未来へつなぐまちづくり」に取り組む龍郷町は、今年も「たつごうエッセ
イコンテスト」を開催します。全国各地から、皆さんの心温まる作品をお待ちしております。

テーマ

いずれか1つのテーマを選んでください「島唄」「鶏飯」「奄美の方言（シマグチ）」

募集部門

原稿枚数

審査員

賞

副賞

募集期間

高校・一般部門 ／ 小・中学生部門 　

400字詰原稿用紙２枚

出水沢藍子 -作家- ／ 仲川文子 -詩人- ／ 龍郷町教育長ほか

最優秀賞１点 ／ 優秀賞２点 ／ 佳作若干数 ／ 特別賞１点　（予定）

最優秀賞 高校・一般 10万円 ／ 小・中学校 １万円分図書カード ほか

令和２年７月１日～令和２年９月末 必着

主催：たつごうエッセイコンテスト実行委員会　　後援：奄美新聞社 / エフエムたつごう  / 南海日日新聞社 / 南日本新聞社/ 龍郷町

小学５年生以上
小学・中学・高校・専門学校生は
奄美群島内居住に限る

応募資格 ■応募規定は…
龍郷町 HP をご覧いただくか
エッセイコンテスト事務局まで
お問合せください。

  ☎ （６９）４５１２
役場企画観光課内

龍郷町行事予定８月

日 月 火 水 木 金 土

1

2 3 4 5 6 7 8

9 10 11 12 13 14 15

16 17 18 19 20 21 22

23 24 29

30 31

25 26 27 28

芦徳　第１·３・４・５月曜　午後２時～
龍郷　毎週木曜　午前9時半～
秋名・幾里　毎週木曜　午後2時～

　

大勝　毎週木曜　午後2時～
川内　毎週金曜　午後7時半～

■どぅくさ会  14:00~16:00 ■でぃでぃクラブ
　りゅうがく館13:30~16:00

■保健センター開放
　乳幼児対象 10:30~16:00

■楽らく体操教室
■どぅくさ会
瀬留・玉里・赤尾木

■どぅくさ会  円
　　

■乳児健診
どぅくさあや館12：30～
■楽らく秋・龍・大
■どぅくさ会  中勝

■保健センター開放
■でぃでぃ
■楽らく川

　　
■どぅくさ会  玉里

　　 　　
■保健センター開放
■楽らく芦

　
■どぅくさ会
安木屋場・上戸口
　

　　
■どぅくさ会
　円・大勝

■2歳半5歳児
　歯科相談

どぅくさあや館13：00～

■楽らく秋・龍・大
■どぅくさ会    手広
中勝(12：00～)・ 瀬留

■保健センター
開放    ■でぃでぃ
■楽らく川
■どぅくさ会
　川内・赤尾木

　　
■保健センター開放
■楽らく芦

■どぅくさ会
   安木屋場・上戸口

　　
■どぅくさ会
　円・芦徳(20：00～)

駐在員会　
■楽らく秋・龍・大

　　
■保健センター開放
　かめのこクラブ
■でぃでぃ
■楽らく川

　　
■どぅくさ会
　芦徳

■保健センター開放
■どぅくさ会
　下戸口
■楽らく芦

■どぅくさ会
　嘉渡・安木屋場

民児協定例会
学校閉庁日（～14）
■どぅくさ会
　円・芦徳(20：00～)

■楽らく秋・龍・大
■どぅくさ会
　中戸口(17：00～)

■保健センター開放
　かめのこクラブ
■でぃでぃ
■楽らく川

■どぅくさ会
　浦・芦徳

　
■どぅくさ会
　嘉渡・安木屋場
　

龍郷町議会
　　議員選挙
　　7：00～18：00

旧盆入り
■保健センター開放
■楽らく芦

※行事は変更になる場合があります。あらかじめご確認ください。

旧：６月15日

旧：７月１日

特定・長寿・前立腺がん
肝炎ウイルス検診

りゅうがく館

特定・長寿・前立腺がん
肝炎ウイルス検診

りゅうがく館

特定・長寿・前立腺がん
肝炎ウイルス検診

秋名

特定・長寿・前立腺がん
肝炎ウイルス検診

赤尾木

特定・長寿・前立腺がん
肝炎ウイルス検診

大勝


